20191027レムナント教会1部
  希望の根拠(ルツ記1:1-5)
ときに周りの状況を見渡した時、そして、自分自身を振り返ってみた時、まったく希望が見えてこないときがあります。ただただため息をすることしかできない状況に置かれるときが、私たちが人生を生きる間に許されるわけです。そのときに多くの人は、突破口を求めてもがいたりします。それがうまくいかないときには意欲を失い、気力をなくしてしまうようになります。それを「うつ」と一般的には言います。そして、最終的には、極端な行動に出てしまうときがあります。すべてを終わりにしてしまうか、あるいは周りを巻き込んで何かを起こしてしまうかの方向に行くときもあります。それが絶望に陥ったときの人間の反応というものです。そのような時に、信者である私たちはどうするのが望ましいことでしょうか。どうすればいいのでしょうか。

今日、お読みしましたルツ記という聖書は、そのような絶望的な危機の状況から始まる物語です。ルツ記は、いままで私たちが考えてまいりました士師記のお話であり、その士師記の末期、一つの家族の物語の内容です。もうすでにイスラエルという国は崩壊し、共同体はその機能をすべて喪失してしまった状況です。それがひとりひとり個人にまで影響を及ぼして、ひとりひとりが食べていくことに困る状況になりました。6節を見ますと、彼らが食べ物を求めて異邦人のところに行ったということが書いてあります。それほどひとりひとりの生活そのものが成り立たない状況になりました。そこで助けを求めて、また、生き残るために異邦人のところに移住することになります。モアブというところです。ある意味、生きていくためにはしょうがないとつい思うかもしれませんが、イスラエルの人たちはカナンの地をどんな理由があろうが離れてはいけません。それなのに、あまりにも苦しい状況だったので、突破口を求めて信仰などはどうでもいいと個人の信仰もすべて崩壊し、霊的な状態が最悪な状況です。それで助けを求めて、そこに行けばどうにかなるだろうと思い、モアブの地方に移住しました。けれども、期待とは裏腹に、まず夫が死んでしまいます。その後、二人の息子が異邦人の女性をめとって結婚しましたが、息子二人も次々と死んでしまいます。それでナオミ本人と二人のお嫁さんだけが残ることになりました。「もうこれ以上、だめだ。少しでもどうにかなるだろうと思っていたその希望でさえ、すべて消えてなくなった」。そのような状況です。「もうおしまいだ」というような状況です。聖書にはそれが書いてありませんが、「たぶん神様に見放されて見捨てられた。もうのろわれてしまったのではないのか」と思うような状況でした。

ルツ記のテーマは、そのような状況の中でも神様は休まずに働いていらっしゃった。絶望的な状況の中でも神様は休まずにご自分の民のために働いていらっしゃった。これがルツ記のテーマです。普通に一般的な考え方では及ばない、そのようなすばらしい福音のメッセージが書き記されているのがルツ記です。今日、私たちは現場の光、現場灯台として生きる者です。そのような信者に向かって、ルツ記を通して、神様は何を語っていらっしゃるのでしょうか。それにぜひ耳を傾けていただきたいと思います。それでいままで聞いて脳細胞の中に刻み込まれていた世の知識や常識などはすべて砕かれて、本当の意味でいやしの信仰の祝福が与えられることを祈りたいと思います。神様は、いまを生きる信者、イエスの信者の私たちにこのようにおっしゃっています。

どのような状況であっても、信者に決して絶望などはありません。ですから、信者はどのような状況でも絶望などする必要がないし、してもいけませんというのがメッセージです。私たちがこの世の中を生きているときに、絶望的に見える状況はいくらでもあります。今現在、日本の霊的な状況を考えてもそうではありませんか。日本は宣教の歴史が200年以上になる国です。それにもかかわらず、クリスチャン人口の割合は世界最低であり、0.3％にも満たない国です。しかも10年ぐらい経ちますと、今現在、点のように散らばっているその教会でさえ50％ぐらいは閉鎖の危機を迎える状況です。これが日本の今現在の霊的な状況です。しかもそのような状況を経済の成長、また、優れた人間性などを盾にして、ヒューマニズムと偶像の文化を誇りに思い、それを固く守ろうとする力が働いている国です。残念なのはクリスチャンでもそんなもんでしょうと軽く思ってしまうことです。そのように思っていても、実際の社会の状況を見たときには、限界だらけです。どこの先進国も同じでしょうけれども、日本はいま高齢化社会の限界にぶつかっています。様々な対策を立てているのにもかかわらずついていけません。それが限界というものです。それにその年寄の方々を支えるための若者の数がだんだん減ってきています。少子化という問題があり、それにいろいろな工夫を練って頑張ってはいますが、それもついていけないのです。限界なのです。それから、教育ももう限界を迎えているし、社会はいじめの社会になっています。学生や子どもだけの問題ではないということは、もう皆に知られていることだと思います。そして、人間の力ではどうにもならない自然災害による被害、その災いというものは、もはや限界を迎えています。そういう中で家庭は崩壊していくし、その影響の中で青少年の問題はより深刻な状態になりつつあります。青少年、子どもの時からもうすでにそのような症状に苛まれていると言われています。依存症のような問題が深刻な状態です。このような社会の様々な限界の中でひとりひとり個人は、経済の成長と優れた人間性を盾にはしているのですが、実際には霊的な苦しみから逃れることができないし、精神的な苦しみを抱えて生きるしかないし、肉体的な苦しみ、どうしようもない状態です。また、人間関係の苦しみというものは、もはや手が及ぶことができない状態にまで達しています。その中で未来に対しては不安だらけになるし、結局は皆が認めたくないでしょうけれども、運命の束縛の中で一歩も出られない状況です。これが簡単に考えても日本の絶望的な状況であり、そこに暮らしているひとりひとり個人の素直な正直な告白ではないでしょうか。

それに対して世の中では、最後の最後まで意地を張ってこのように叫んでいます。「でも、人がもう少し頑張ればどうにかなるだろう」。それが世の中の声です。いまより経済的に生活の面でより裕福になればあらゆる問題は解決になる。開発がどんどん進んで発展を遂げていけばよりよい社会になるはずだと、そういうところに希望を託そうとしているのです。あくまでも条件、環境、状況などに希望のポイントを置いて叫んでいます。しかし、それはいままでの歴史がしっかりと証明しているように、それは偽りなのです。それなのにその偽りのまぼろしにいつまで経ってもずっと騙されて生きるしかありません。開発が進んでいきますとよりよい人生になるのでしょうか。歴史は、人生はそういうものではないと明らかに証明しているのではないでしょうか。それなのにそれを見ようともせず、あるいは見る能力がありません。ですから、偽りの希望、偽りのまぼろしにいつまで経ってもすがりつつ、騙されつつ、歩むしかないわけです。そういう中でクリスチャンの私たちに神様がメッセージを語っていらっしゃるのです。それにもかかわらず、信者の私たちに絶望はありません。それは世の中で叫んでいる希望のポイントがあるからではありません。そういう絶望的な状況、絶望的な、危機的ないろいろな問題があるのにもかかわらず、神様は休まずにいまも働いていらっしゃるから、私たちには希望があるわけです。
ヨハネ5：17を見ますと、イエス様がこのようにおっしゃっています。父がいまだに働いていらっしゃるので、私も働くのだよと。父がいまだにご自分の仕事をしっかりなさっていらっしゃるから、私も仕事をしているのだよと。神様は私たちの目には見えませんが、どのような状況の中でも休まずにご自分の仕事を全うしていらっしゃる方なのです。いっときも神様はご自分の約束を忘れることはありません。

そして、その約束、契約を真実に全うされる遂行される方です。しかもどのような状況があろうが、その状況にまったく邪魔されることなく、むしろその絶望的な状況でさえ全部用いて、つまり、人間から見たときには、予想を裏切って神様は休まずに働いていらっしゃる方なのです。どのような状況でも悪魔、サタンでさえ邪魔することができない神様の全能なる力を持って休まずに働いていらっしゃいます。それが聖書のテーマであり、特にルツ記の希望の光なのです。こういうことを指して、神様の主権というわけです。世の中ではまったく知ることもできないし、人間を中心にしてあらゆる論理を展開するだけなのです。そこには絶望しかないし、限界だらけです。しかし、神様はいまも休まずに働いていらっしゃいます。聖書はその証言の書でもあるわけです。人間が神様を裏切り、取り返しのつかない原罪という罪を犯すことによって、エペソ2：1で言われているとおりに、自分の罪価と罪との中にあって、死んだものになってしまいました。アダムとエバが神様を裏切り、罪を犯して悪魔に従った瞬間、もう死んだものになってしまいました。それにもかかわらず、神様は、その死んだものの状態の中で約束されます。女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕いて、あなたがたにいのちが与えられる。それが神様なのです。そして、その約束を頂いたのにもかかわらず、創世記6：6を見るとノアの時代に、神様が人間を造られることを後悔されるという表現があるほどの状態になってしまいました。それにもかかわらず、神様は邪魔されずに、全人類を洪水によって滅ぼしてまで神様ご自身の仕事をなさり、神様はご自分の契約をまっとうされる方でした。そのようなすごい経験をしたのにもかかわらず、人間はまた創世記11：4において、バベル塔を天にまで届くように作ります。つまり、神様なんかいらないよと本格的に神に敵対する状況に追い込まれることになりました。そこで神様は諦めたのかと言いますと、それにもかかわらず、神様はアブラハムを召されて、神様ご自分の女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕くという契約を全うされるお方です。アブラハムの家系を祝福されました。その結果が何かといいますと、イスラエルの民が神の祝福を受けた後、エジプトにおいてエジプトの神々に仕え拝む状況になります。それで400年間、エジプトの奴隷になるしかない絶望的な状況でした。神様はいくらでもイスラエルの民を捨てて、罰せられて終わりにしても神様に何の責任もありません。しかし、神様は一度契約を結ばれたことはご自分のいのちを担保にしてでも守られる方なので、そこでモーセとヨシュアのような人間を取り上げて、神様ご自分の約束を全うされました。人間が見たときに絶望の他に何もありません。しかし、不思議で、不思議でしょうがないでしょうけれども、神様は結局、約束の地、カナンにまで裏切りの専門のイスラエルを導かれました。すると、カナンを与えられた後、イスラエルは昔、拝んでいたエジプトの神にプラスしてカナン族の神々にどっぷりハマることになってしまいます。それが士師記の内容です。そこで神様は異邦人の女性であるルツを用いてでも、神様はご自分の契約をあきらめることなく真実に全うされる神様です。これがルツ記のテーマです。
その後、同じことがずっと繰り返されます。そして、イスラエルの歴史の最後は暗黒期になります。もう神様なんかいらっしゃらないのではないかと思うような状態が400年以上ずっと続きます。もう絶望の中の絶望です。そして、イスラエルはローマの植民地の状態になってしまいました。これ以上の絶望はありません。これ以上、悪くなることはないと言えるほどの絶望的な状況でした。そこでキリストであるイエス様が世に来られることになります。クリスマスを通して。神様はそのような方です。真っ暗な中で大きな星が現れて、創世記3：15の約束を神様は真実に全うされました。イエス様はそのキリストです。しかし、ご自分の民と言われているイスラエルの民は、イエス様を拒否して、結局、イエス様を十字架につけてしまい、イエス様を異端としてしまいました。その後、乞食のような120人ぐらいの人が集まり、海辺の砂の一粒でしかないような人々が集まっていました。そのような人たちに何ができるのかと、絶望的な状況です。しかし、それはあなた方は知らなくてもいいです。聖霊が臨まれると、砂の一粒のような、しかも乞食のような120人に聖霊が注がれることによって、邪魔されることなく神様ご自分の契約を全うしていかれます。地の果てにまでイエスの証人となると。その後もステパノが石を投げられて殺されることになります。使徒8：1を見ると、それをきっかけに教会への迫害が本格的になり、みな自分の故郷を離れてクリスチャンだという一つの理由で散らばるようになります。教会はここで存続の危機を迎える状況でした。それにもかかわらず、使徒8：4を見ると、散らばっていた人々が行く所々において、イエスのおあかしをすることによって、どのような状況であっても聖霊が内住することによって、いのちあるものによって、神様はご自分の契約を休まずに全うされていらっしゃいました。最後の最後に、ローマのものすごい迫害の中で、皆が奴隷のような状態でしたが、聖霊が臨まれることによって、その奴隷の状態からAD313年にはローマの国教に認められるところに行きました。それが良かったのか悪かったのかは別の話です。神様はどのような状況の中でも、ご自分の契約を全うされます。

クリスチャンがなぜつまずき、落ち込んでしまうかというと、どのような状況なのかに目を留めているからです。それにもかかわらず、契約は全うされると、その契約をポイントにしないといけないのに、「植民地はいつどうなるのでしょうか」にポイントがあるから、それはあなたがたは知らなくてもいい。聖霊が臨まれるとイエスの証人となるという契約は邪魔されることなく全うさせるから、それでいいのではないか。だから、希望を捨てずに、希望のうちにクリスチャンは残りの生涯を歩けるものではないのか。そういう話です。そのような歴史の流れを通して、いまの私たちにまでこのイエスのいのちの福音が届くようになりました。皆さんひとりひとりも自分で自分のことを考えたときに、神様はご自分の約束を休まずに邪魔されずに、絶対的に全うされる方なのだなということをそこで確認しないといけません。ですから、信者にとって大切なテーマは、どのような状況の中でも状況に振り回されずに、変わることのない必ず全うされる契約を固く握ることです。それで揺れることのなくその契約を握って祈ることができれば、その人は必ず勝利します。悪魔がいちばん恐れる人はそういう人です。そのような人を絶対弟子と言います。ルツ記は士師記の絶望的な状況の中で希望の光を私たちに照らすものなのです。その希望の光は、私たちがいままで見ていた、あるいは世の中で叫んでいるようなものではなくて、契約の神様、契約を全うされる神様、それに希望のポイントを移さないといけません。
信者である私たちは、今日限り、希望の根拠を変えないといけません。自分自身でも家族でもありません。条件、環境、状況に希望のポイントを置いていた古いフレーム、古い枠を壊して、契約の神様、契約を絶対に成し遂げられる神様ご自身を希望のポイントにしていかないといけません。そして、私たちがやるべきことは、契約を固く握ることです。いまどういう問題があるのでしょうか。どのような状況に置かれているのでしょうか。まず、変わることのない契約を握る習慣を身につけないといけません。だから、時間を決めてこの契約を固く握る時を持つわけです。それを定刻の祈りと言います。契約は何でしょうか。いまの私たちにとって契約は何でしょうか。いのちより大切な契約は何でしょうか。イエスはキリストなのです。つまり、イエスを信じる私たちは、すべての問題が終わり、完璧な奪われることのない祝福を受けている幸いな者なのです。これが契約です。だから、私は幸せなものであると同時に伝道者なのだ。これが契約です。契約を握ってください。私の現場は、私の学校、職場は、何が厳しくて、険しいのでしょうか。いろいろなことがあるでしょうけれども、それを置いておいて契約を握ってください。私は伝道者なのです。皆さんが訓練を受けて、選択して伝道者になるのではなくて、イエス様を信じるその瞬間、神の子どもであると同時に伝道者という存在に作りかえられているわけです。契約です。

そして、世界中、一千万の弟子が起こされて、237カ国に福音の門が開かれて、日本の47都道府県に絶対弟子が立つこと、これが契約です。まったくそういうことが見込めないのでしょうか。それは私たちの見方です。神様は、士師記の絶望的な状況の中でも、神様ご自分の仕事を邪魔されずに真実に全うされています。いまも変わることなくそうしていらっしゃいます。そのために、47都道府県に国内宣教師を派遣して、崩れていく教会、消えてなくなる教会の中で、いのちの教会を建てていくことです。それを神様はいまも私たちの予想をはるかに上回って、そして、不信仰の私たちの予想を裏切って成していらっしゃることを信じてください。その契約のために今現在、皆さんひとりひとりに許されている現場に神様は神様のわざを成してくださるはずなのです。これが契約です。皆さんの肩書が何なのか、立場がどうなのか、一切関係ありません。これを契約として握ってください。なぜなのでしょうか。まず皆さんの現場でいのちの運動が行われるためなのです。これが契約です。イエスがキリストだと信じている信者であれば、聖霊が内住している者であれば誰でもこの約束の主人公です。

皆さん、いろいろあります。世の中の人は理解できないかもしれません。私たちの古い枠の考え方では到底、納得いかないかもしれません。そうすると、死ぬときまでずっと葛藤が続くわけです。契約を全うされる神様に希望を託しましょう。そして、その契約が正しく成し遂げられることを夢見て、その夢見る時間を必ず持ちましょう。それが祈りの時間です。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。私たちは自分のレベルですべてを考えてしまうことに慣れています。しかし、神様のみことばを通して、霊の目が開かれて、どんな絶望的な状況であっても変わることのない契約、その契約を全うされる神を見上げつつ、希望のポイントを移すことができるように。それでどのような環境、状況の中でも契約を握り、それを祈るクリスチャンになるようにひとりひとりを祝福してください。そこにある神の勝利、神の国を味わい、互いにフォーラムをして味わうことができるように、どうか神様、憐れみ、導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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